
マスコミは５月２２日、「２１日午後６時半すぎ、都留市朝日曽雌にあるリニア中

央新幹線の実験センターの車両基地で、社員から『停車中の車両から煙が見える』と

消防に通報があった。警察や消防によると、消防が到着した際には火は認められず、

３０分後には鎮火が確認され、けがをした人はいない。ＪＲ東海によると、火が出た

のは車両基地内に停車していた実験用のリニアモーターカーで、試験走行を終え、先

頭車両にある電源装置を切る作業をしていたところ、装置から火と煙が出ていること

に気づいた。実験センターの車両基地では、６年前にも点検をしていたリニアモータ

ーカーの車両内から火が出て、３人がけがをする火災があったが、火が出た装置や状

況は２１日の火災とは異なる」と報道しました。

本部は５月２８日、今回のリニア車両出火について看過することはできないとして、

「リニア車両の出火に関する申し入れ」（『申第１７号』）を提出し、団体交渉の開催

を要求しました。申し入れ項目は以下の通りです。

１．今回の事象に対する時系列を含めた経緯を明らかにすること。

２．出火の原因と対策について明らかにすること。

３．６年前の火災とは異なるとの見解を示したが、その根拠を明らか

にすること。

４．当面の間、走行実験は中止すること。

リニア車両から出火
当面、走行実験はやめろ！
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